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厚生労働省では「患者の安全を守る」ことを中心とした総合的な医療安全対策を推進するための活動
の一環として、毎年11月25日（いい医療に向かってGO）を含む１週間を「医療安全推進週間」と定めて
います。
当院においても、院内における医療安全向上と患者様、利用者様への理解や認識を深めていただくこ
とを目的とした推進活動を毎年行っています。

医療安全の取り組みについて
医療安全推進室

今年度の取り組みは…
1. 医療安全標語の募集
職員のほか、当院をご利用される患者さん・ご家族の皆様から広く募集します。

みなさんからの
標語待ってます

2. 安全ラウンドを実施します
入院中の患者さんと一緒に病院内をラウンドします。
ラウンドでは病室のドアやベッド、廊下の手すりなど患者さんと
職員が一緒にチェックをします。職員が普段の業務で見落として
しまっている周囲の環境を、改めて患者さんと確認することで新
たな気付きを得ることができます。
また、ラウンドの結果から問題点を各部署にフィードバックし、改
善案を検討、そして実施していくことで、患者さんの安全を守る
環境づくりを目指しています。
このラウンドしている様子や結果・改善点は院内に掲示、ホーム
ページに掲載する予定です。

以前患者・家族参加で
ラウンド実施した様子

３. 医療安全の日
１１月２５日は、当院の職員全員が、安心・安全な医療の提供に取り組む決意を新たにする日と定め、
各職員で自身の取り組む内容を決めています。

指差し呼称
ヨシッ！

今年度の
標語です



〈所在地〉 鳥取市里仁５４－８
◆バスでお越しの方 JR鳥取駅ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙより「鹿野・布勢・吉岡温
泉行」→「世紀団地」ﾊﾞｽ停より徒歩2～3分
◆ﾀｸｼｰでお越しの方 JR鳥取駅より約10分 JR湖山駅より約5分
〈TEL〉 ０８５７－５０－０３１１
〈FAX〉 ０８５７－５０－０６１１
〈院長〉 竹内 裕一 先生

たけうち耳鼻いんこう科（高草中校区）

皆様のおかげで開院１４年を迎えることが出来まし
た。当院では検査・画像等を使い、分かりやすい説明・診
療を心掛けています。これからも耳鼻咽喉科ホームドク
ターとして地域医療に貢献できるよう努力していきます。
スタッフ一同、ご来院をお待ちしております。

診療時間 月 火 水 木 金 土

９：００～１２：３０ ○ ○ ○ ○ ※1

１５：００～１８：００ ○ ○ ○ ○ ※2

〈休診日〉 木曜日、日曜、祝日

鍋の季節、食べ物をおいしく食べるための運動

歳を重ねるとともにみられる「口に関する些細な衰え」は避けられない老化現象のひとつです。口の些
細な衰えとして、「嚙みにくい」「ムセることが多くなった」「喋りにくく滑舌が悪くなった」というようなこ
とがみられます。この衰えをそのままにしておくと、口の機能や飲み込む機能の低下、それに伴い栄養不
足や活動量の低下、さらには心や身体への影響や最終的には命に係わる大きな転機にまで進行する可
能性がでてきます。このような負の連鎖に繋がらないよう、日常生活の小さな変化に気付くことで早期
に発見し、予防的な取りくみが大切になります。そこで今回は、予防と改善のための口や飲み込みの機
能に関わる訓練を紹介させていただきます。

〇舌押し付け訓練
舌を口の天井や左右の頬にできるだけ強く押し付ける
シリコン素材のスプーン舌で押しつぶす、前に押す

〇開口訓練
口をできるだけ力いっぱい開け、10秒保持
顎関節症や顎関節脱臼などがある場合は注意が必要

〇おでこ抵抗・顎引き抵抗訓練
方法① 顎を軽く引き、額に手を当てて抵抗を加える。

おへそを覗き込むよう下を向こうとする
方法② 顎の下に親指を当てて固定し、抵抗するよう顎を引く

これらの訓練は、各10秒×5回を1セットとし、1日2～3回程度の実施が望ましいです。身体状態によっ
て時間や回数を調節し、少し疲れる程度を目安として無理のない範囲で実施してみてください。
おいしい食事、たのしい会話、生き生きとした生活を続けていけるよう、ぜひ取り組んでみてください。

リハビリテーション課 田中 佑果

※１ 9：00～12：００ ※２ １４：００～１６：００


